
Title 直接配給の原理と其限度（上） (社会的労働組織としての配給組織其三)
Sub Title
Author 向井, 鹿松

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.2 (1924. 2) ,p.191(37)- 223(69) 
JaLC DOI 10.14991/001.19240217-0037
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19240217-

0037

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第

八

巷

：

a

九

0
〕

能

就

.
平
等
思
想
の
舉
裡
的
视
據

 

s

i

1

笑

 

.

こ

ご

は

疑

a

な

き

事

賞

で

あ

ウ

て

£

を

是

認

す

' 

る

と

否

と

，
は

全

：く

.

學

理

上

の

問

題

に

あ

ら

す

 

.

し

て

便

宜

上

の

間

题

で

あ

る

，

之

を

歷

史

に

徵

す

る

に

平

等

の

呼

び

徵

を

最

先

に

揚

げ

れ

る

者
 

t
§

空

想

，：

j
i

耽

.
か

學

#

で

あ

ウ

ー

て

、之

を

利

用

し

£

を

戯

練

し

^

政

治

：
上

に

於

け

る

摘

眼

の

武

器
 

な

し

力

る

者

は

政

治

述

動

に

沒

頭

す

る

政

論

家

で

あ

る

‘
，初

め

は

：メ

义

ス

イ

デ

‘イ
シ
.
ヤ

シ

の

エ

 

突

に

成

れ

ふ

想

像

：g

 

6

 

a

間

社

會

を

賞

在

の

人

間

社

會

ど

取

違

へ

☆

錯

誤

に

，
基

き

た

る

認

説
 

に

過

ぎ

な

か

つ

な

の

で

あ

：

る
が
、
ソ

レ

が

、不

幸

に

し

て

'

政

治

述

動

を

事

ご

す

る

人

♦

の

手

に

渡
 

0

て

4

ら

ネ

不

思

議

に

も

眞

l
i

偉

大

な

る

勢

力

を

振

レ

®

は

し

、

民

衆

政

治

の

空

氣

を

呼

吸

し
 

(

‘ 

7

ら

、

あ

る

國

民

に

；
あ

う

て

は

、

其

の

大

多

數

を

▲

む

る

下

層

蒙

味

の

A

食

間

に

於

て

、强

圓

動

す

 

ベ

か

ら

ざ

る

信

條

と

は

な

ク

た

の

で

あ

る

。

成

田

の

不

動

の

本

性

は

イ

ザ

知

ら

す

，

豐

川

®

荷 

.
の

正

®

は

何

で

あ

る

，か

、知

a
T
I

•
ざ

る

も

、
旣

に

多

數

の

信

仰

あ

る

以

上

は

：
成

る

何

等

か

の

レ

；ダ

ー 

ン

•

ダ
|;タ

I

を

を

す

る

こ

は

明

か

で

あ

る

、

平

等

思

想

が

人

旧

大

多

數

の

信

條

ど

な

ジ

て

、

佩 

强
の
武
ご
し
て
、

利
用
せ
ら
る

\

間

は

便

宜

上

之

を

是

認

す

ベ

き

理

由

は

唯

だ
1

ク

の

，
必

要

 

で

あ

る

、

余

は

此

の

便

宜

上

の

必

要

の

外

に

は

之

を

學

理

上

に

是

認

す

べ

き

何

に

も
の
も
な
し 

と

斷

言

す

る

に

.
海

.
'
^
*
-
^
.
.

な

.
，
.
い

の

I

で

/

あ

.

.

.
る

。

.

直接配

.給の原理

V

其
限
度

(

上) 

,
(
1S

會

的

努

.
働

組

織

ご

し

て

の

配

給

組

織

其

m
)

,
向

井

鹿

松

，‘
 

：
i
.
\
:
.
:
.
:

.
,
.
: 
.
,
‘
h

h
レ

，：. 

：
：：_‘ 

.
.

' 

' 

. 

. 

' 

‘ 

，

.
っ
社
會
的
勞
働
組
織

V
J

し
て
配
給
組
織

」

其
ニ
に
於
て
現
代
配
給
組
織
蒋
在
の
理
由
を
論
や
る 

に
隙
し
て
、余
は
今
日
の

.直
系
配
微
組
織
は
勞
働
協
同
の

.原
則
に
ょ
る
も
の
で
あ

0
て
、分
業
め 

原
則
に
基
く
も
の
で
な
い
ご
云
ふ
目

.説
を
述
べ

.た
。

5

誌
第
十
七
卷
第
十
號

)

狭
言
す
れ
ぱ
大 

量
生
産
物

の

配
給

の
爲
，め

に

要

す

る

仕

事

の

量

は

！'
生

産

激

0 i

ヶ
所
に
狂

-=̂

て
處
分
し

# 

る
勞

.働
の
能
率
以
上
に
出
づ
る
も
め
で
、此
結
果
ビ
し
て
特
別
の
配
給
機
關
の
存
狂
を
必
要
ご 

ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、此
理
を
知
ら
す
し
て
直
系
配
絵
組
織
の
短
縮
、直
接
配
給
の
可
能
を
信 

す
る
の
は
猶
千
貫
の
石
を

1,

人
に
て
運
：ぱ
ん
と
す
る
の
類
な
る
所
以

.を
#
じ
ね

0

而
し
て
其 

隙
金
は
：

S
ら
配
給
勞
働
の
見
地
ょ
を
論
じ
力
の
で
あ
る
が
、同

！

の
理
由
は

.又
‘資
本
の
見
地
か 

:
,
,雜
十
八
卷(. 一

丸ニ：餘眺肅接醜输の原理

W

其眼庞

 

银
二
號

§



第j-

八
# 

, 

(
！

九二〕

.論
I

說、被接

1

翰の原理

W

其.限度
 

§
號

H
八
. 

ら
し
て
之
を
立
識
す
る
ホ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

‘：蓋

3

余
は

「

社
會
的
勞
動
組
織

，じ

レ

て
の 

@ 4
：

組
織

j
其

一
「

酉
給
組
，織
输
成
要
素
を
論
や」(

本
誌
十
七
卷
第
六
號」

に
；.，於
て
配
給
組
織

.は
勞

1 

及
セ
資
本
の
合

■成
組
織
：で
あ
る
。
從
ウ
て
配
給
費
用
も
亦
此
兩

.者

の

：'
,
®
:
用

上

か

な

る

も

の
 

あ
る
ぱ
で
を

一

言
し
た
。：而
し
て

t
eに
配
給
勞
働
じ
ょ
っ
て
行
ふ

.可
ぎ
伐
事
.の
量
大
に
し
て 

直
.接
酉
給
組
織
を
必
ビ
レ
其
間
に
參

.V/*

の
配
給
機
關

©:.

存
在
を
、要
す
る
以
上
は
ホ
爲
め
こ 

要
す
る
資
本
の
量
の
又
大
な
る
は
，當
然
の
事
と

.云
k
 :

な
は
れ

f
fな
を
な

.レ
0

換
言
す
れ
ぱ
直 

接

«
給
艇

.織
を
柳
成
す
る
無
敷
の
；务
經
營
は
を
れ
'だ
れ
多
大
の
設
傭
資
本
を
必
要
ご
す
る
の 

み
な
ら
ず

"貴
物
，の
蓮
送

"貯
藏
等
の
爲
め
れ

.
A
亦
莫
大
の
資
本
を

®
率
せ
し
め
な
け
れ
ば
な

& 

レンないのは言を廣ねな

’い
所
で
あ
る

0

更
に
又
生

.産
者
の
製
造
貨
物
が
消
費
者
の
門
戶
に
.迄 

、

移
入
せ
ら
れ
て
其
代
を
得
る
迄
に
は

M

距
離
に
應
じ
て
相
當
の
勘
闕

を
絕
對

的
に
必
.要
と 

.す
る
の
み
な
ら
ず
、揚

.合
に

i
>
C
N

て
は
沿
費
者
に
信
用
を
も
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：

こ
 

X
貨
職
は
な
る
可
く
之
を

.掷
費

者

の

辦

近

に

貯

蔵

し

、其
必
要

k
:從

0

て

何

時

ご

雖

も

霞

婴

.

.

..
に
應
じ

"以
て
初
め
て
配
：給
：ギ
の
最
せ

i

理
想
は
達
せ
ら
仏
る
の
で
あ
る

0 n
.
)
}
3

し
て
か
か
る
ほ

:

藏

の%

要

は

季
•貧
に
よ

.
々

其
‘
®

I,

要
，
を

異

に

：す

る

貨
.物
‘に
；在

，い
..て

ほ

特

に

緊

切

な

る

も

の

が

あ

i

n

i

M

N

i

y

る

。
C

5而
し
て
生
産
者
が

H

接
消
費
者
に
對
し
て
配
給
を
行
は
ん
ご
す
る
湯
合
に
は
此
等
の

.
 

長
期
間
無
爲

'に
其
資
本
を
遊
ぱ
し
て
置
が
な
け
れ
ぱ

.な
ら
ぬ
も
の

Iす
あ
る
。
.枝
に
於
て
か
其 

資
I力
；裕

.か
な
ら
ざ
，

.，る
生
，產
，者
は
生
，庫
物
を
賣
却
し
て
代
金
を
囘
收
す
る
迄
は
其
生
庫
を
中
止 

し
な
け
れ
ぱ
な

ら
f

 :

の
で
あ
る
：。
：

S
1V

此
.
'故
に
大
量

.

.生
產

、商
；：I

g

生
':遊
の
現
代
に
於
て

.生
：摩
激 

'自
：；か

ら

：消

費

者

に

配

給

：せ
：ん̂

ず̂
る
こ
ご
は
、換
言
す
れ
ば
資
本
主
ぃ
義
•的
經
濟
社
會
に
於
け
る 

生
直
者
の
直
接
配
給

ほ
：：

生

P

者
が
配
給
じ
，要
す
る
，画
定
及
び
流
動
資
本
を
自
か
ら
所
有
す
る 

こW

を
前
撮
と
し
て
始
ん
て
，行

.は

.
る

、

も

の

で

：あ
；
る
。

而.し
て
又

‘一

面
に
：於
て
直
接
配
給
を

前
撮
ビ
す
る
資
本
主
義
的

‘生
：章
ほ
配
給

P

要
，する
資

'本

-の
所
有
を
：俟
づ
て
始
め
て
可
能
と
な

,

. 

.. 

'.
. 

.

. 

- 

.

る
も

0

で
あ
る
か
ら
，レ

V
*
、

此
の

‘意
味
に
於

’
て

一

般

に

商

，葉

資

本(H
a
n
d
e
l
s
k
a
p
l
t
a
l
)

は
生
産
資
本

.
 

〈produktionskapital)

の
延

32^

又
は
變
形
な
り
ビ
見
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ

•る
。

(

@
而
し
て
實 

赚
於
て
此
生

©

ょ
ン

®

喪
に
到
る
迄

k

要
ず
る
凡
て
の
生
産
及
び
商
業
資
本
を
所
有
せ
ざ 

る
も
の
は
，其
間
に
隙
三
卷
の
介
入
レ
て
其
不
せ
る
資
本
を
補
ふ
こ
と

^

必
要

V
J

す
る
も
の

­

で
：あ

る

？ 

則
ち
資
本
を
有
す
る
，者
は

L

時
消
費
者
に
代
は
ら
て
資
本
を
必
要
ビ
す
る
者
に
ま 

て
替
ヘ
支
拂
ひ
、兼
ね
て
配
給

‘上
の
職
分
を
も
合
せ

行
.；S

て
兹
に
獨
立
の
商
人
ビ
な
る
も
の
で 

第
十
八
盤
ニ
九
！

1!
)

输
艦
直
接
酣
給
の
原
限
度

 

第二級
 

11!

九



第
十
八
卷

(
r

九四

> 

諭

^

直
I

給の原？
其

I

 

赛

i
 

§

.

あ

る

。
§

而

し

て

、
直

系

配

給
/
の
：
距

離

長

く

し

て

，此
.
に

要

す

る

資

本

：亦

從

ジ

て

大

な

る

場

合

に
-
 

-

は 

其
系
統
 

內
に
 

於
て
 

大 
資
本
を
有
す
る

 

配
給
機
關
の

 

地

位

は

：
 

猛 
々

眼

固

で

. 
あ
 

0 

て

、假

分

其

®
 

關
が

配

給
.

勞

働
の
上
に
於
て
特
別
の
職
分
，を
行
は
ざ
る
も
而

も
，

尙
之
を

.直
系
組
織
ょ

6

徘
除

. 

し
て
，其
距
離
を
®
縮
す
る
こ

-yj

の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。

ニ
ク

r

f

i

nは
•
財
货
の

貯

^
 

4
以
て
商
業
の
本
賞
し

X

ね
る
。

卯：ち

.貯
'
藤

し

ズ

注

文

，̂

待

,
, 

.
つ

じ

も

る

。

生

産

が

，

.背
.，

の
賈
位
娘
か
ら
今
日
の

H

業
：的

企
業

！.：

漸
次
移
つ
來

.f：：

の
は
時
商

の
此
職
分
に

？
？
 ̂ふ
所
大
で

ゎ

る 

i
 

(Die 

u
p
t
e
r
n
e
h
l
n
g
s
f
o
r

日eo. 

II 

Au
a
. 

s.. 

1
5 

ノ
 

'(

ミ 

spaning,'Introduction

.
 to 

easiness 

organisation,, pp.. 

2
1
7-. 2

2
r.

§

:

承
認
第
十
，セ
餘
第
六
號
拙
趟

-

削
給
觸
棘

^̂
^

;
i

 

ぐ
S

日く

「

世
人
が
エ
業
及

*

ひ
農
業

V資
ザ
じ
對
し

V

商業：

.寒

.本

か
ー
0
.
0
す
る
は

"是
れ
生

i 

し
て
生
産
上
ド
於
け
る
炎

.働
と
農

H

業

货

水

ミ

の

開

係

は

明

白
！：

之

を

認

め

得

る

1
1

反

し

：；̂

業 

. 

.

.

.
資
木
は
外
觀
上

.何
等
み
：關
：係

.

有̂；ばざ
る
に
縮
因
す
る
の
で
あ
る

0 

.け
れ
-ど
も
商
衆
資
水
は
其

外
霉
上
の
形
式

.
^
與

L
L

し
た
る
流
動
的
生
産
資
本
に
外
な

參

i
 

Sch5aberg, 

H

a

l

l 

der 

U

S
 

Q
e
k
o
n
o
m
l
e

 

Bd. 

II, 

2/
S
/
2
S
2
.

$

〕

取

I
T

翁

動

资

ギ

ぱ

か

"

で
.な
く
設
備
資
本
，

^
有
す
る
こ
ミ
大
な
る
も
の
で
も
尙
只
そ

，

e

‘

丈
ゆ
霉
由
ズ
商
人
ミ
し
て
直
系
酣
給
組
纖
の
內
に

'
入
り
波
え
こ
ミ
が
も
る
。

w
§

9
 

s
p
e
c
l
o
n

 
0 
ロ
 

.slock.an<3.FroduceI2xchaages,.p.,'I6I,.

i

i

l

.

.

.

.

.

.
' 

!
!

.
.

.
.

.

.

. 

.

. 

. 

'.

:
歷
史
的
に
云
べ
ぱ
.商
人
が
金
融
業
者
ビ
し
て
財
貨
の
生
産
及
び
配
給
の
便
を
針
か
ク
お
と 

と
は
鎭
行
業
者
に
先
だ
ウ
も
，の
で
あ

9

て
"此
の
意
味
に
於
て
今

ctr

の
.銀
行
は
商
人
ょ
-̂
發
逮 

し
た
ご

.云
ふ

^

と̂

か

串

来

：
る

。
，
，

(

一)

而
し
て
今
日
の
.
®
立
商
人
は
自
ら
純
配
給
上
の
勞
働
を
行 

ふ
‘ビ

共
に

"！

方

に

：
は

消

费

：者

に

代

は
& 

T1

時
其
資
金
を
生
廣
者
又
は
上
位
，の配
給
卷
じ
融 

通
す
る

MJ:

は
前
段
：じ
論
述
し
力
る
所
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
此
稱
獨
，立商
入
の
中
に
は
純
配
給 

上
に
於
け
る
勞
働
を
行
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
資
金
の
供
絵
者
ご
し
て
重
耍
な
る
地
位
を
存
す
る
も 

の
が
あ
る
。
例
へ
ぱ

 

一！
'
チ
ー、ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
祐
織
業
に
於
け
る
服
賣
代
理
店

(

5
&
1
3のA

g
e
n
t
)

 

の
：配
給
上

.じ
於
け
，る；地
位
は
服
賣
上
に
於
け
る
職
分
を
行
ふ
と
典
に
"同
時
じ
又
銀
行
業
者
た 

る
職
分
を
行
ひ
、其
後
者
の
意
義
は
前
者
に
劣
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
"
而
し
て
被
等
が
之
を
な 

一す
‘や
生
産
者
の
振

出
，̂
:;

ホ

.る

手

；形

に

其

：の
：名

を

襄

書

し

て

、之

を

ニ
 

.つの
署
名
を
有
す
る
手
形 

n
a
m
e

 p
a
p
e
r
)

ご
し
、以
て
其
地
に
於
け
る
貯
菩
銀
行
に
就
て
低
利
の
資
金
を
得
る
を
得
せ
し 

む
る
も
の
で
あ
る
。

(

ニ)

.

妨
績
業
に
於
て
商
人
の
地
位
の

i
i

圓
な
る
は
我
國
の
例
外
を
除
け
ば
世
界
各
國
共
通
の
事

.第
*

f

八
# 

(
.
1

九
$

一；
てに餘

U 

0

高接

1,

給
の
原
理
と
：其
服
庶

 

路1-1

號 

m1
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論

髓

直

接

M
給
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原

f

其
服
廣
 

第

1
i
‘

四
ニ

賞

で

‘
あ

る

が

>
 

S

.織

物

業

に

就

て

は

我

：國

に

於

て

も

亦

之

ご

同

！

の

賞

.例

が

存

在

し

て

ゐ

る

。

今
假

.も
に
機
業
地
足
利
市
に
就
て
見
る
に
、此
處
に
は
京
阪
地
方
よ
タ
賈
出
し
に
来
た
れ
る
商

.
 

.

: 

人
，

が
足

.利
市
在
住
，の；間
屋
の
手
を
禅
て
纖
元
よ

^

反
物
を
賈

a

収
る
を
，普：

通

ビ
す
る
。
而
し

:
:

て

此

等

の

京

阪

地

：

#

の

商

人

は

多

年

同

市

に

買

出

‘し

に

来

て

經

驗

を

有

す

る

が

故

に

自

ら
 

織

元

を

識

ウ

て

ゐ

る

。

故

に

强

ひ

て

望

ま

ぱ

直

接

織

元

よ

り

賈

入

れ

、又

は

市

揚

，
よ
り

買

収

る 

こ

ヒ

敢

て

困

難

な

な

ご

レ

な

い

の

で

あ

而

も

彼

等

が

敢

て

之

を

鶴

さ

す

し

て

問

屋

の

手
 

;
:

を

經

る

の

は

：
、是

れ

彼

が

：買

入

れ

た

ろ

.織

'
物
を
擴

.

.保

ご

し

て

：荷

爲

替

を

取

り

組

ま

ん

ご

す

る
 

も

、彼

等

，の

信

用

に

て

は

足

.利

市

の

銀

：行

は

典

手

形

御

引

せ

ざ

る

が

故

に

S

に

問

屋

の

言

用 

•

V

 

.

ご

名

義

を

利

用

し

て

其

資

金

を

得

る

も

の

で

あ

る

？

§

)

資

本

主

敎

的

經

濟

社

，會

：に

於

け

る

財

貨

の

秘

動

は

必

す

資

金

(

又

ホ

信

用

}の

移

ビ

は

 

;
對

の

方

向

を

採

6

て

f

t
俟

ウ

て

行

は

る

\

も

の

で

、
g

獨

の

流

通

を

許

さ

：な

い

。

後

者

，に

停

潜
 

を

ぐ

す

る

坂

ん

n

に

は

ボ

激

の

終

®
 ^1

?

必

す

阻

止

せ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

o
'
域

に

於

て

か

財

货 

:
:

. 

の

圓

滑

な

る

移

動

を

行

は

.
ん

ご

す

る

者

は

，又
：
同

じ

く

資

金

の

移

動

を

充

分

に

.
交

3
^

•
し

^

ろ

地

位
I
广
..狂

る

者

て

な

：わ

，れ..ぱ
.：な
..，ら
.ぬ
..•. 

..

：.
}
£し
て
か
か

.る
地
位
に
あ
る
商
人
の
中
に
は
此
ぼ
則
を

.

販

’
賣

政

策

に

.

.

B用

し

财

食

の

渡

動

を

迅

速

圓

滑

な

.ら

し

ひ

る

も

の

.が

.あ

.

.
'
.
る
。，
例
之

.
財

货

"

％

に 

0 

K
 .
0 

之
を

.
I購

ふ

も

；の

め

多

ぐ

は

小

額

の

所

得

に

て

注

活

ず

る

紫

大
 

部

分

を

占

む

る

か

ら

し

て

自

か

ら

之

に

掛

賣

‘を

し

な

け

れ

ぱ

な

ら

®
 
く

な

る

。

然
る

' 
に
此
等 

;

:

の

裁

に

商

品

を

.服

賣

す

る

者

は

.
消

費

，者

0

:附

近

に

散

在

.す

る

資

力

薄

弱

な

る

，小

賣

商

人

で

あ 

-

:

る

か

ら

し

て

、自
己

.
；
.
の
贊

 

こ

と

が

出

來

な

い

、そ

こ

で

彼

等

は 

卸

商

に

對

，
む

：
て

：

.自

己

に

も

亦

信

用

に

て

服
，，

賣

.

.せ

ん

こ

ご

を

要

求

す

る

も

の

：

.で

あ

ろ

。

信
用
卸 

商

則

ち

是

で

あ

る

0 

.

.

.
而

し

て

之

等

の

卸

商

は

卸

商

の

努

働

を

行

ふ

ピ

共

.
に
又
金

.融

便

を

も
 

ま

‘ふ

る

職

，
分

を
-有

す

る

を

以

て

之

等

ご

取

引

す

る

者

.
は

银

に

此

等

の

如

商

の

数

働

を

俳

除

し
 

,
,得

も

而

も

.僻

資

榮

を

得

ざ

る

限

，り

ぱ

此

等

卸

商

.

^
飛

び

越

え

て

直

接

生

產

者

よ

り

其

，配

給
 

を

受

ぐ

る

こ

V

は

出

來

，な

V
い

の

で

あ

る

o
' 

‘ 

 ̂

 ̂

.

:

‘
.

：

：

 

，

:

,

，商

-
<が
資
金
關

.雁
を

判
風

L

.
て

，
服
賣
政
货

を

試
み
る

.の
は

單
に
间

，
#

資
本
ぱ
，

か

ね

で

な

く

，

.

,
設

滅

資

ネ

に

徹
い
；て

も

亦

之

を

見

る

.も

の

で

あ

る

。

例

べ

ぱ

小

資

ネ

ざ

雜

驗

を

有

し

、小

S

商 

店

柬

開

か

ん

と

す

：る

め

機

愈

を

求

め

て

ゐ

る

東

が

適

當

の

場

所

を

麟

其

す

る

も

、其

の

權

利

金
 

及

び

其

他

の

設

傭

：費

用

ネ

に

じ

て

自

か

ら

店

储

を

開

く

こ

ざ

の

出

来

な

い

者

が

あ

る

。

，
此

蛾

:

I

第

十
入
港
：

(
1

-
#

 

-
满

.
液

接

酣

給

の

照

,

其

服

俊
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論

說

直

i

給の原

f

其
i
 

.

第
二
鎭
照

®

M 
0
業
者
又
は
卸
商
は
：彼
等
の
爲
め
に
自
ら
資
金
を
投
じ
て
店
铺

0
設
備
を
な
し
、彼
等
を
し 

て
自
己
の
商
品

©
贩
賣
に
當
ら
し
む
る
如
き
又
此

一

例
で
あ
る
。

§

s)

斯
の
如
ぐ
財
貨
の
够
動
は
必
す
資
本
の
移
動

ビ

相
德
ゥ

V

行
は
れ

'
 

る
ぁ
の
で
あ
る
か
ら
し 

て
、
S

本
の
救
動
の
爲
め
に

.

^

別
の
配
，辩
機
關
が
直
系
配
給
組
織
內
に
介
在
し
て
其
距
離
を
昆 

か
ら
し
む
る
こ
ビ
が
あ
る
。
此
理
を
看
破
し
得
ず
し
て
只
財
貨
の
移
動
の

み

を

服
中
に
置
き
、
 

徒
ら
に
空
漠
な
る
直
：接
配
絵
を
說
ぐ
が
如

&

は
.、猶
財
貨
の
移
動
を
服
中
に
置
か
す
し
て
金
離

:

論
を
行
る

諭
者

W

同

！
の
誤
を
な
し
て

ゐ
る
も
り
で
あ
る
。

• 

.

.

.

.

.

....

:

(
n

中
世

li.

於
，ズ
正
常
な
る
條
仲
の

下
！！

大
最
の
信
用
取
引
を
行
つ
て
ぬ

た
；；；？

の
は
商
人
で
、

^

0

 ̂

^

0
 

つ
た
も
の
で
も
る
。

參
 rshall, 

M
O

I

 Credit 

.a
n
d

 com
m
e
r
c
e
, 

1^
23, p. 

71,)

ニ 1
)

Shaw, som.e problems of Market Distribution, p. 
7s,

こ1

ニ
中
世

.商
人
力
元
蹄
業

‘港

W

し
ズ
手
工
業
者
に
設
備
及
び
同
轉
資
本
を
供
與
し
ズ
わ
た
、、

W
1
1

人
の
知
る
伽
：，
で

め

る。
而
し
ズ
之
じ
類
似
の
制
度
は

エ
揚
工
業

の

行

は

る
、
今
日
尙
之 

.

‘
 

M
名
こ
と
が
ぬ
來
る
。

.
其
！例
は
水
女

.中
に
擧
げ
た
妨
纖
業
で

ゎ

ろ。
拙
に
英
國
の
妨
織
事
業 

界
ド
於
け
る
商
人
の
地
位
は
非
常
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
等
が
其
滩
ォ
る
大
資
本
の
力

，
^

I
 

.
以

X

工
業
か
支
削
し
借
る
地
位
に
立
つ
た
と

W

は
か
め

B
a
c
h
c
r

が

商

人
は
資
本

の

力
に
つ
て
生

_ 

_ 
き

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

-

^

^

きそ

H
e
,を)

一

産
，̂

指
抓
プ

V
.

.云
つ
.た
0

0

か
文
字
通

^

に
M

.

巧
し

^

ゐ
る
有
様
で
わ
る
。

CEntsle、h
a
n
g

 

der 

v
o
l
k
i
r
t
,

.

.schaft, S, 329)

而
し

V

 

H

ボc
h

氏
は
商
業
が
斯
，の
：

.如
く
工
業
ん
指
扼

ず

る
地
位

I
I

立
つ
を
中
在

Q

元

‘ 

制度
 

ニ

*
 ̂
し 

y

 

工
場

(S?

綺
.制变‘と

 

5 

'
つ
て
わ
る
。

Grundriss 

der ssial5konomik, K
a
n
d
e
l
,

 

I. 

2. s. s,3 fg. 

，四)
IlJrsch, 

M
. a, 

o
o S..91 

fg,

へ五.
y

最
近
我
國
に
て
某
製
藥
會
社
が

®

象，
.の
商

#

,
販
賣
ぱ
ん

W

す
る
小
賣
商
人

L
L

鐵
骨

ダ 

:
.
 

.
ラ
ク
グ
の

？S 

 ̂

 ̂

し̂
，出

た

の

も

此

1

例
で

ゎ

ろ
。

：

.
 

' 

S

, 

バ 

»
 

*
 

i

¥

a

 

2

 

 ̂

M
 

n 

»

«
 

^

到
る
迄
に
は

n
)

其
期
間
長

’き
が
爲
め
に
，

E

大
の
囘
轉
資
本
を
要
し
三

)

其
運
搬
，貯
藏
、陳
列
等
の 

.

n
-
L
:マ
爲
め

)

じ
奠
大
の
：圓
建
資
本
ど
必
要
：を
す
る
：こ
と
を
理
解
し
た
。
而
し
て
此
等
の
資
本
の
費
用 

，
リ

，は

®

給
勞

.働
の

®

用
ぐ
共
一
に
配
給
腹
の1

部
を
構
成

ず
、る

こ
ビ
襲
に
配
給
組
織
の
構
成
要

-

.

.

.

.

.
V 

.-. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

、潔
を

癒
す

る
に

際

し
て
之
を
説
明
し
た
處
で
ゐ
る
。

#
然
る
に

此
等
の
英
大
の
資
本
は

旣
.に

旦
大
♦の

資
本

を
生
®
の
た
め

に
費
ゃ
し

た
生
産
者
の

.

:
ほ
"か
ら
支
出
す
な
を
難
ホ
し

W

す
る
所
で
あ
る
。

’

技
に
於

て
.

か
.
數
人
の
商
人
入
レ
來
な
ゎ
、囘 

,

r

;
轉
齋
本
は
生
産
物

.
がi

A
.

廣
者
ょ
り
消
費
夢
に
到
る
期
間
の
初
期
後
期
に
ょ

-

^
て
分
擔
據
出
し
、

'

ン
银

十八

卷

(
I

九九

)

-

論
：：

一眺直接舰翰のが

f
w

其服填
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耽

直
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の厥
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其服度
 

第
i

四へ 

設
.傭
資
本
は
生

.

.
'
廣
富
に
近
き
處
、消
費
者
に
：近
き

' 處
に
、を
れ
ど
れ
置
：き
て
配
給
の
用
に
宛

つ
-る 

も
の
で
あ
る
。
畢
竟

1

生
産
者
の
處
分
し
得
る
資
本
の
量
が
、其
：生
産
物
の
配
給
に
婴
す
る
資 

本
の
，高
に
不
足
す
る

.よ
り
し
て
、か
ぐ
は
敷

.人
：の
資
本
を
合
同
ず
る
に
到
れ
る
も
の
で
あ
ウ

' て
、

. 

之
れ
亦
勞
侧
の

‘
場
合
，と

.，.同
じ
く
分
：量
上

'
 
の
.矛
盾
を
調
和
せ
ん
，が
爲
め
に
か
く
は
直
系
配
給
組

織
を
必

®

ご
す

^0

に
到
ウ
力
も
の
で
あ
る

0 .

.

商
業
資

..
本
ビ
財
貨
の
；配
絵
を
論
す
る
に
際
し
て
尙
特

'
 

に

j

言
し
：
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

‘

は：

 

レ

資

本

：主

義

的

，經

濟

脑

會

じ

於

け

る

.

直
系
，
配，給
組
織
が
財
貨
醋
給
上
，

.
に

.
於
け
る
危
臉

.
を
負
®.す 

.

. 

I

-

.

る

制

，度

と

し

て

尙

其

存

在

の

理

、由

を

有

す

る

I

事

で

あ

る

。

則

ち

現

代

雜

濟

織

の

：内
.に
於

,
て
：財
貨
の
配
給
に
は
：常
に
，資
本
の
危
臉
の
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
て
，其
中
で
も
景
氣
の
綴
動 

に
伴
ふ
慣
値
の
下

一
落
：U
;
,
其
主
な
る

Y
:め
：で
：あ
る
。

而
し
て
此
の
危
臉
を
資
擔
す
る
は
今
日
の 

配
給
を
司
る
も
の
の
職
分
な
る
と
旣
に
說
し
た
所
で

あ
：：

る
。(

ニ
此
稱

'の
危
政
は

.生
；渡
者 

.が
其
製
造
貨
物
を
消
費
者
に
賣
却
す
る
に
至
る
期
間
の
長
き

k
從
ひ
大
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
 

然
る
に
今
，直
系
配
絵
組
織
に
よ
\
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
資
本

ご

其
計
算
に

於
て
収
引
ず
る
商
人 

が
此
斯
間
を
サ
割

1:̂
.

擔
：し
て
其

.間
隔
を
縮

少

す
る
に
於
て

.は

.生
，
藍

，者

及

：
び

各

，
商

人

の

鳥

廣

す

な
.

危
臉
の
：

0

度
は
縮
少
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(

5

蓋
し
資
本
主
義

t

t

會
に
於
け
る
ほ

0

0
 

動
の
危
臉
は
財
貨
を
賞
僻
と
交
換
す
る
こ
と
：

よ
ウ
て
免
か
れ
る

{

貨
粮

M

値
に
變
動
な
さ
も 

,
,

の

-
^
?

假
楚
せ
ぱ

)

こ
ご
の
出
来
る
も
の
ゃ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

此
故
に
直
系
配
給
組
織
內
に

I

 

商
人
入
ら
来
た
れ
ぱ
も
れ
，史
他
の
人
々
の
范
臉
の
貝
擔
を
賊
少
す
る
ぁ
の
で
あ
つ
て
、其數
大 

なれぱ大なるど

r

人
當
た
ね
の

i
g

臉
は
减
少
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1

ラ
而
し
て
直
系

配

給
 

. 

系
統
內
に
あ
る
商
業
に
と
り
て
は
財
貨
の
囘
轉
速
度
の
大
な
る
じ
從
ひ
其
危
臉
は
緣
タ
す
る 

:

.

.

も
の
で
あ
る
。

■

.

此
故
に
本
誌
咋
年
十
二
月
號
に
論
じ
た
配
給
勞
働
の

r
i

i
'

を
除
く
も
，
尙
直
系
配
給
組
織
は 

•
 

'

配
：給

に

要

す

る

.

資
本
：及
び
之
に
件
ふ
危
險
が 

:

め；
.
に
商
人

.

か
資
本
の
：
協
同
を
れ

^

^

す
る
爲
め
に
其
存
在
の
理
由
を
有
す

’

る
も
の
で
め
り
て
、

‘ 

-

所
謂
直
接
配

給

は
.
；
？̂

等
に
對
す
る
條
件
が
具
傭
し
て
後
始
め
て
可
能
：ビ
な
る
も
の
で
あ
る
。

然
..力
而

レ

て
世
：人
が
此
直
接
配
；給
を
主
張

.す
る

.ほ
之

.に
ダ

C
V

て
配
給
費
を
輕
减
せ
ん
と
.す 

:

タ

I
t

出
づ
る
も
の
で
あ
る
が
、此
事
は
他
事
情
を
同
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と
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丈
よ
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云
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タ
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か
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効
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見
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ど
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出
来
な
い

7
^

の

で
あ
る

0

而
も
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ょ
な
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費
き
に
到
る
開
に
要
す
る
商
業
資
本
を
數
人
に
て
分
擔
す
る
を
以
て 

配

給

，費

を

騰

貴

'
せ
.

し
む
る
原
因
な
々
し
之
を
短
縮
，
す
る
を
以
て
配
：
給
費
を
雙
ま
し
得
ぼ
し 

ビ
認
諭
を
な
す
を
常
と
す
る
。

：

此
の
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て
か
の

P
r

o
f

,

 

S
c

M
r

の
如
き
叉
其

！

人
で
ぁ
を
。

 

今

：興

所

説

の

大

要

を

述

べ

ん

。：

 

‘
 

„

.

2 ) 

‘
水
，誌
十
七
卷
第
；：ハ
眺

‘拙

‘稿
酣
始

組
：：

織
；桃
成

#
:
素
i

論

す

一 

0
1
)

L
i
e
f
m
i

日
く
つ
資
力
大
な
る
商
業
，；：！之

ふ

づ

て

(

生
道
卷 

-
y
:
:

り

y
)

生
遊
，
#
ノの：您
赚
、叫
ち
固

^
^
資̂
、本
の
危
險

4

國
民

0

溯
上
比
較 

の
位
隙
に
網
や
る
も
の

1
1

し
て

*
何
れ
に
，し
て

.も
前
あ
.の
悠
險
を 

-

.
ガrise

ロ
.
：
！

n
d

 .Kartelle,.S
c
h

日oilers 

J
a
h
r
b
u
c
l
v
.
2
6 

Jahrgang, 

Ilefc 

2 

S. 

2
1
7
,

(

ニ，1)；
wchsr 

HandeIsl>etriebi-leTbre, 

,‘s
, 

.JC 5Q
-

o

の
項

0 

0 

生
.遺
物
を

K 

的
族
供
の
庶
少 

诚
.少
.ず
..る
、、

W

入

る

る
！！

 

な
き
流
撒 

大
な
り

 
>て

資

四
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說
に
ょ
れ
ば
商
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あ
ウ
て
：

0
ら

.獨
立
し
て
營
業
を
始
む
る
方
法
に
ニ
ジ
あ
る

。

j 

は
他

V

人
の
旣
に
：行
ウ

V

ゐ

る

：營

紫

を

：營

み

て
：：

之
ビ

就
報
す
る
揚
合
、ニ
に
直
系
配
給
組
織
{商
業 

0
鎮)

‘
©
中
に
新
た
に
介
入
し
て
一
ウ
；の
新
ら
し
機

■
ご
な
ら
、上
位
の
機
關
ょ

0
買
入
れ
て
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S

9〕

論：轉直接

.酣
f
原
理
；！W

其
蛋
 

第
二

爐

^

配
給
組
織
に
新
商
業

0

加
：入
す
る
，に
從
'
 

び
代
偕
を
騰
貴
せ

'
 

し
む
る
と
ビ
は
こ
や

！̂

て
商
業
を
以

：：

て
0

代
雜
濟
社
會
に
パ
於
け
る
寄
生
®
ビ
し
て
批
難
せ
し
む
る
に
到
る
所
以
で
あ

る
す
此
事
は
果
し
て

S
c
M
r

就
授
の
云
ふ
が
如
ぐ
自
明
の
理
と
し
て
肯
定
せ
&
る
可
き
も
の
で 

0̂* ^
.
s
v

か
。

此

m
»
の
誤
ま
れ
る
こ
は
就
に
ァ
ダ
ム

•ス
ミ

ス
が
之
を
適
切
に
看
破
し
て
ゐ
る
。
則
ち 

彼
は
工
業
上
の
職
人
又
は
農
去
を
し
て
自
か
ら
：其
生
産
物
を
贩
資
せ
し
む
る
も
毫
も
：配
給
費 

を
低
く
し
な
い
所
以
を
詳
諭
し
て

’ゐ
る
。

' 夢
. ：3

手H

業
者
又
は

'農
！
が
其
生
産
物
販
賣
の
爲 

め
に
小
賣

t
s

を
雜
營
し
や
と
す
る
。
此
際
商
業

.及
び
，工

業

の

利

潤

が】

割
な
れ
ぱ
、其
各
生
鸾 

物
の
；代
便

.に
は
凡
て
ニ
割
の
利

M
を
掛

.け
な
け
れ

‘ぱ
な
ら
ぬ
？
蓋
し
生
産
の
場

所
，
か
ら
市
場 

持
ち
出
す
時
に

H

業
資
本
の
：

1

割
估
に

蓮

ん
だ
喷
に

.商
裁
資
本
の

1

割
を
掛
け
な
け
れ
ぱ 

ら
ぬ

，
'
‘ 

%

.

ル

之

を

な

さ

な

け

れ

ぱ

彼

は

損

を

す

る

。

最

も

此

際

生

廣

者

は

二

重

'の
利
潤
を 

得

☆
.
か
の
如
き
觀
が
あ
る
け
ル
ダ
も
全
體
の
資
本
に
«
し
て
は

一

割

の
利
益
し

か

得

て

を
ら 

ぬ
の
て
あ
る
果
し
て
‘然
ら
ぱ
此
商
業
資
本
が
生
産
卷
に
屬
し
や
ぅ
が
、將
た
又
商
人
に
屬
し 

や

ぅ

が

、
何

等

の

相

違

：
の

ぶ

る

i

の

で

な

い

？

否

分

業6

理
じ
ょ
つ
て
商
人
を
し
て

K
賣
せ
し

な

II

III
I
IIII

I
i
I

I
I

I
I

办
た
；方
'が
凡
て
社
會

，に

稍
.終

を

與

ふ

.，る

ご

云

ふ
i
-の

で

.
-
^
る

を§
 
,

此

K

ミ
ス
の
議
：職

は

此

を

今

日

ょ

6
見
る

.も
殆
ん
ど
修
正
す
る
の

.餘
地
な
き
，

^
論
で
あ
る

*

.
 

.
,•
 

•
 

•
 

I

金
は
自
ら
束
京
の
商
人

.で
凍
京

.の
西

'部
郊

.外
に
織
，物
エ
場
を
有
し
、其
生
産
物
を
京
橋
の
店
铺 

'に
•て
邦
及
ぴ
小
賣
を
爲

：

す
商
人
を
知
，ウ
て
ゐ
る
が

"
®營
費
を
多
く
要
す
る
店
®
を
有
す
る
彼 

に
エ
揚
渡
の
代
價
に
て
貴
却
せ
ん
こ
を
要
求
す
る
者
あ
ら
ぱ
吾
人
は
弗
衣
合
理
に
驚
か
ざ 

る

を

：得

が

い

。.今

日
；4
<

量
生
旗
に
要
す
る
，資
本
は
旣
に
大

.で

.
♦る
。
生

}
.産
者
自
‘か
ら
其
生
産 

物
•
.配
給
に
要
す
る
身
本
を
所
有
せ
ざ
る
以
上
：は
之
を
商
人
に
求
め
な
け
れ

.
‘は

な

ら

：ぬ
。

然

ら 

:

•ぱ
此
資
本

ょ

タ
生

.す
る
利
潤
が
其
資
本
の
所
有
者
ね
る
商
人
に
.歸
屬
す
る
の
は
こ
れ
亦
當
然 

'の
こ

.ざ
と
云
は
な
け
れ
ば
ら
ぬ
。
或
は
商
業
資
本
の

.利
潤
が
エ
業
資
：本
に
比
し
て
不
當
.に
 

大
な

6
.
ギ

想

像

す

る

も

の

が

ある
け

れど-
商業資本の

如

.
，
競̂
#
'
,の

ネ

な

る

事

業

に

'
あ
り 

:

て

は

此

の

，
推

定

も

：當.：れ
ゼ
な
す
こ
と
は
出
來
な
レ
の
で
あ
る
。

‘
S) 

'

;. 生
：：

産
資
本
と
：：商業
資
本

.の

關

，係

の

外.に

尙商
：；

業

の

利

潤

，が.大

過

：
ぐ

と

云

ふ

批

難
‘は
，商

人 

の
：
數

：が

多

い

ギ

云
.ふ
：
r
jビ
.に
な
る
の
で
あ

'る
。
.
け
れ
ど
も
此
議
論
も
亦
當
を
得
モ
ゐ
ぷ

V

云 

.ふV

こ：
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出

/来

-

タ
き
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易
厳
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組
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於
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し 

:
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：
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す
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.る
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あ
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5ぶ) 薄
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>
圆
轉
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加
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そ
れ
；丈

1

般
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營
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' の
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を
躺
少
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ゥ
て
又
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給
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少
な

#
ら
し

び

る

か
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あ
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：
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獨
立
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'窘

な

禅
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，
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觸
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料
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な
る

V

も
.
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C
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；
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て
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を
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す

る

に

マ

よ
4
.て
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に
於
け
ろ
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本

の
' 同

轉

れ

潘
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す

る

を

利

益
e
,す

る
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が

か

る
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如
何
か
る
想
幾
利
潤
、ロ
錢

•
手
敷
料

W

赚
も
之

か

支
.
拂
ふ
も

.
の‘が
之
に 

:よ
',,つ
て
自
か
ら
利
猛

か

受
け
ざ
る
眼
り
は
商
業
：取

に

於
：：

て
發
生
す
る
も

の
，
P

非
す
。
，此
の
利

0

は
稲
々
雑
多
な

.
^
0-
-
仲
介
商
紫
ぱ
人
が
之

U

反
す
れ
ぱ

W

て
除
却
し
得
る
も
の
：

J
L

非ら

ざ
る

ゴ

共

11、

又
與
業
の
衰
微

か

0

む
卷
の
哀
訴
め
り

V、

て

新
！：

勃

興

す

ろ

も

の

！！
も
非
ざ
る
な

_

，り
，
ざ
'
0 

?〈
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ド
£

s
氏
.
は
ガ
ま
取
引
の
場
合
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に
は
其
取

0
 

翁

易
.；：：？

ら

し

.
め
る

必

要
よ
リ
し
て
特

1
1

仲
 

力
商
人
の
介
入
，

^
;必
要
し
、以て
直
系
距
離
，
；延
县
せ
し
む
る

.も
の

W

して、倫数
株
式
収
引
所 

0

取

W

が
'他
.
.
.
國
.
.
.
.
の
取
引
：所
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'
.於
.け
を
が
如
く

.
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e
r 
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o
k
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直
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あ
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/
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^
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ム
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.
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す
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輸
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ぱ
ら
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闇
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輪
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別
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羊
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k
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• 
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肩
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を
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よ

リ
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猛
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よ
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も
シ
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ゲ
ゲ
ー
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よ
り
贺
ふ
よ
づ
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商
人
：か
ら

i

ム

を

喜
ぶ
。

翁
し
之
れ
同
人
は

.小
，寶
ま
人

-
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欲
，ず
る
所
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よ 

く
知
づ
と
れ
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^
滿
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ぜ

：

し
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る
じ

.よ
る

-
^

'a

(
八
；} 

?
^
5
D
D
-
B
8
D
o
a
^
 ̂w
. 

«
. 

u
- 

.

(

九)
M
a
r
s
h
a
l
l

教
授
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^

力
財
貨
配
給
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資
本

か

生

®

者

W

分
擔
す
る

W
、

其
.间轉
を
大
な
ら

し
む
る

こ

ざ

人
が
生
産
及
び
社
會
じ
及
ぼ
す
利
益
な
り
と
棋
い

V

ゐ
る

。

a
a
d
l
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I
T
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2
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(

1

9

.
年鹿*技
術
の
蘭
係
が
酣
給
組
觸

か

左
あ
す
る
，こ

.
と

L
L

就

て

は

Leitner, 

Betriebslehre 

der' 

ICapitaHstisc'hen 

Groszlndustrle, 

S. 

iiy 

參 

u
u
o

W

以
上
論
じ
來
た
タ
て
吾
人
は
商
業
資
本
が
生
薛
資
本
を
.柳
充
レ
て
之
に
附
加

す
る
こ
，

ご
、並 

に
商
業
資
本
の
私
經
濟
的
分
割
は
特
に
配
給
費
を
高
か
ら
し
ひ
る

も
の
で
な
い
。

否
配
.ま
上 

多

大

の

資

本

を

要

す

れ

；ぱi

そ
、又
其
資
本
喪
失
の
危
臉
大
な
れ
ば
こ
そ
、長
き

直
系
配
給
は
撒 

.

.

を

生

す

る

：
所

以

を

斑

が.山
，；たM

資
ゥ

.て
產
者
が
大
資
本
を
所
有
す
る
場
合
に
は

S

か
ら
配 

い
給
組
織
を
爐
當
し
て
、獨
ま
：商
人
を
排
除
し
所
謂
直
接
配
給
を
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ご

' 

而
も
政
の
爲
め
に
特
に

.配
狀
費
の
減
少
を

•見
る
ど
は
跟
ら
な
い
の
で
あ
る
。
親
に
商
ん
徘
徐

^

^

^

i

i

i
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i
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i

i
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i

i

s

s
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の
傾
向
を
重
要
し
す
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S
c
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r

敎
授
す
ら
尙
商
人
排
除
に
よ
も
て
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來
獨
立
の
商
人
の
負
擔 

し
た
る
經
營
費
の
躺
タ
は
之
を
見

W

と
ご
能

l
i

ざ

ら

旨
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ

.る
。(

こ 

-然
ら
ぱ
直
接
配
館
ご
ぱ
如
何
な
る
意
味

-で
あ
る
か
，吾
人
は
此
の
撒
に
て
し
ウ
か

&
しト
^
^

意
義
を
確
定
し
な
け
：れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
所

S

艘
配

給

ご

は
通
俗
に
最
初
の
者
よ
買
ひ
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a
n
d
)
、

又
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最
後
の
者
に
賣
る

(an die 

letzte H
a
n
d
)

の
意
で
あ
る
け
れ
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も
、：̂
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れ
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體
の
，
意
味
が
尙
不
明
な
る
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免
か
れ
な
，い
の
で
あ
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。
而
し
て
之
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ニ
樣
に
解
.す
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こ
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接

S

給
と
云
；ふ
時
に
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設
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資
本
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所
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分
割
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.の數
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轉
資
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。
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仲
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を
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尙
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H
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.
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市
に
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か
ら
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，

店
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を

經

營

ず
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場

合

"消

費

紫

が

消

費

組

合

を

造
 

と
中
央
購
入
聯
<ロ
會
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造
な
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直
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生
産
紫
よ
ら
買
ひ
入

' る

る

も

共

に

直

接

配

，給
，で
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。

此
場
合
に
，は
直
系
配
給
組
織
の
連
鎖
の
各
環
：

.の
數
は
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分

.縮
少

せ
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れ
な
い
け
れ
ど
も
尙
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配
給
ど
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ふ
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で
あ
る
。

,
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す
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於
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0
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數

に

は

，
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i
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ご

見

：
る
：
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で

：
あ
：
を
？
，，
而

し

て

其

所
有
者
の
數
が
瓶
縮
せ

&
る
れ
ぱ
之
：を
直
：接
配
給
の
方
：向
に
進
み
ら

A

あ
i

に
云
ふ
©'ホ
あ

.

る
。
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M
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酣
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£
は
獨
立
せ
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商
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業
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e
l
b
l
d
i
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K
a
u
f
m
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^
h
a
n
d
s

を
徘
除
せ
ん
？
す
る
も

.の
で
お
る

。(

H )

現
•今
の
生
新
組
織

/
;脑
會
組
織
が
維
拽
せ
ら
れ
る
も
の

.
ご
假
寧
ず
る
時
は
余
は
具
當
然

の 

結
果

€
し

て
現
仏
に
於
け
る

.が
如

き

代

表

的

配

給

組

：
織
，
を

必

要

，
ど
，
す
- 

V ^
を

本

誌

⑩

年

，十 

~
一
 
月

號
R
論
述
し
サ
而
し
ザ
本

論

文
に
；於
：て
余
は

‘か
か

.る
配
給
組
織
を
：維
持
す
る
，爲
め 

:
Iは
'藥

大

，の

資

本

を

必.要
ご
し
、か
か
る
互
額
の
資
本
は
今
日
大
规
模
生
産
の
爲
め
に
之
れ
ホ

K 

,
.額
の
資
本
を
要
す
る
生
壶
者
：の

一

人
に
し
て
廣
爐
し
難

&
所

以

な

る

を

述

べ

ね

。

此
次
こ
，
い 

か
る
前
撮
の

‘下
に
尙
上
述
の
意
味
に
於
，け
る
直
接
配
給
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
は
非
常
の
大 

, 

資
本
を
所

^
す̂
る

こ

ご
を
必
要
す
る
も
め
で
あ
る
。
而
し
て
.斯
の
如
ぐ
す
る
に
於
て
は
线 

に
獨
，立

の

商

人

は

か

除

せ

ら

れ

生

.能
者
と
消
費
者
は
直
接
賣
買
を
行
ふ
所
謂
直
接
配
給
の

H 

っ
：
想

は

：；賞

現

せe
れ
ふ
の
：で
あ
る
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ソ
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し
て
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る
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0
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到
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生
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又
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ず
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商
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依
然

W
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す
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0
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等
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あ
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し

h
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の
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界
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商
人
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排
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ぜ
ら
れ
る
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.
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い
て
ゐ
な
い
デ
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.
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に
開
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そ
常
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d
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l尊
敬
す
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さ
論
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'
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^
数

爽

し

て

キ
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れ
る
內
池
廉
吉
博
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第

U

潜
第

h
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於
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場
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商
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徘
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V
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h
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史
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れ
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あ
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れ
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授
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.
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味
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內
に
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け
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之
に
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孝
の
數
の
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少
よ
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縮
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る
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向
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あ
，
る
‘
'

と

1H:
ふ
の
：で
あ
ふ
。

從

？
て

同

r

系

綺

內i
T

於
.け
る

經
#

の
敷

；'ゆ
.棘
少

：は
：敢

て間
！：r

な 

い
ゃ
の
で
.あ
る

：々

：
將

故

：

k
i
:揚
主
ま
が

H

場

：内
：'
.
s
'
は

中

先

，
都#
ぉ
腺
資

：

部
を

®
.
'き
、
各

地.に
：如

邵
 

を
置

.さ
、
へ

n

其
ヤ

•に，
小
賣
店
を

®
營
せ
ぱ
之
れ
又
直
接

K
絵
で
あ
る
。

(

5
而
し
て
此
意
味
に 

‘

於
け
る

'直
接
配
給
に

‘ほ
技
術
，上
の
困
，難
を
俾
ひ
、其

配

給

費

の

低

下

を

見

る

こ
ざ

能
ぱ
ざ
る
こ 

と
旣
じ
論
じ
た
所
で
，あ
る
'。
兹
に
於
て
か
吾
人
は
拔
術
上
の
困
難
を
件
は
ざ
る
直
接
敏
給
は

'

,

在
；
^
得
な
い
か
ご
云
ふ
考
に
到
雄
す
る
。
則
ち
尙
他
の
意
味
に
於
け
る
直
接
配
給
を
説
か
ね 

ぱ
な
ら

g
o

他
の
意
ゆ
に
於
て
金
が
直
接
配
給
ギ
云
ふ
の
は
直
系
組
織
系
統
內
ビ
於
け
る
、換
言
す
れ
ば

,

上
下

■
係

^
立
り
經
營
の
：數
を
減
少
，し
て

一
ク
の
財
貨
の
通
過
す
る
距
離
を
鋭
.縮
せ
ん
と
す

.
.

.
.
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. 
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.

.

.

. 

■

.
 

'
. 

>
' 

,

る
も
の
：で
あ
る
。：
第

1
/

の
意
味
に
於
け
る
直
接
配
給

.が
企
業
の
數
の
：棘
少
、所
有
描
分
割
の
度

の
縮
少
を
激
味
す
る
に
對
し
、之
は
經
營
の
數
、技
術
上
の
經
瑪
を
縮
少
せ
ん
と
ず
る
も
の
で
.ゐ

...

,

.

.

.
,
'
.
,

—

 
.,.........

.....

-

.

.

.
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:

.

.

.

.

.

る
。
：此

®
別
余
の

.知
る
限
ぎ
キ
に
，於
て
何
人
も
判
然
ご
說
明
レ
た
者
は
な
い
や
ぅ
で
め
る
。
 

蓋
し
之
れ
賞
際
に
於
て
筋

一

の
意
味
に
於
て
配
給
を
行
ふ
場
合
に
は
第
ニ
の
*
法
に
よ
る
直 

.

接
配
給
が
俳
ザ
行

'
 
は
る
 

> 
揚
合
：あ
る
ご
ぜ
つ
は
世
人
が
今
日
配
絵
，費
の
大
な
る
は
商
業

'利
‘潤

.
の
大
な
る
が
故
に
中
叫
商
，：人
を
：除
け
ぱ
此
目
的
を
達
し
得
可
し
游
へ
た

U

塞
く
も
の
で
あ 

ら
ぅ
け
れ

V
S而
も
此

h

つ
の
方
法
の
旧
に
は
國

\民
經
濟
組
織
の
上
よ

i

見
て
，又

一
般
雜
濟
の 

原
則
よ
な
し
て
重
大
な
る
相
違
の
，存
す
る
も
の
で
あ
る
。

. 

め

0

1

の
方
法
に
：よ
：る
直
接
配
給
に
於
て
は
經
濟
組
織
の
下
に
は
何
等
办
變
化
を
も
生
じ
な 

,

い
。

,

勿
論
獨

'立
商
人
；

0
厥
除

-は
あ
ヶ
得
ん
も
、商
業
の
廢
除
は
勿
論
商
紫
の
縮
少
さ
へ
あ
を
得 

な
ぐ
の
で

.め
る
。

I

R

1
1
：

の
商
黎
組
織

一

;

rれ
は
相
互
間
に
利
書
銜
突
の
大
な
り
し
組
織

、
 

じ、他
の
商
製
組
織
が
代
ゥ
な
も
の
で
あ
る

"
§

從

C
V

て
其
極
端
な
る
場

<
n

に
は
配
給
に
要
す 

.る
設
備
及
び
勞
働
に
何
等
の
變
化
を
生
じ
な

S

も
の
で
あ
る

r
從

0
て

！
：

轉

主

財(umsatz- 

s
g
e
r
)
：

の
囘
轉
高
に
織
化
な
き
も
の
と
す
れ
ば
配
給
費
の
贼
少
は
あ
ね
得
な
い
も

9

で
あ
る

。
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:

否
ポ
を
動
か
ず
精
軸

の
，

f
f
l違
及
び

K
力
の
弱
き
爲
め
に
却
つ
て
配
給
費
を
高
か
ら
し
む
る
こ 

‘

ぐ

.

.賊
述
し
だ
所
で
あ
る
。
然
か
る
に
第
二
の
意
線
に
於
け
る
直
接
配
給
に
於
て
は
商
業

®
營
.

,
の
數
：が
減
少
し
て
：ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
大

1

産
の
場
合
に
於
.て
商
紫
經
營
の
数
の
絕
無

,

は
♦
レ
得
な
い
も

9

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
敬
も
極
端
の
場
合
を
云
へ
ば

H

一
 

ウ
の
商
紫

經
營
：

:

の
，
み

の

存

：在

し

て

：配I

給

一

を

司
：：

る

：
％ ,け
が
：

わ

る
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で
も
る

"

而
も
此
の
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n

の
商
恭
經
營
は
所 
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梯

關

係

か

ら

云

へ

ば

生

産

者

に

従

獨

し

て

ゐ

る

も

.の
で
あ
る
か
ら
，賞
.際
じ
於
で
て
は
上
産 

者
か
ら
直
ち
に
消
费
考
に
到

.る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
か
の
生
産
者
白
ら
の
經
營
す
る
だ
口
口 

Order S
y
s
t
e
m

及
び
少
し
く
異
な
る
け
れ
ど
も

Exclusive A
g
e
n
c
y

 Syste

日
.
®
界
各
國
に
，知
れ
た 

る
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
會
社
の
採
用
す
る
方
法

S
 
.此
の
賞
例
で
あ

‘る
タ

§

斯
の
如
く
論
す
る
時
は
此
の
ニ
ウ
の
意
義
は
纖
營
の
敷
の
多
少
で
畢
竟
比
較
的
の
®
別
で 

あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
か
も

.，し

れ

な

い

け

れ

ど

も

然
&
，す

。

本

來

直

接

配

，
給,t云
へ
ぱ
：之
れ
に
­

よ 

つ
て
，配
給
費
を
輕
賊
し
、义
ほ
生
産
者
の
獨
占
的
利
益
を
高
め
ん
ざ
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、此 

點
に
於
て
雨
者
は
重
大
な
る

K
別
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
新
ら
し
く
货

5
=

す
る
方 

法
に
於
け
る

®
營
の
數
が
舊
方
法
に
よ
る
も
の
ど
同
じ
さ
時
は
之
を
鎮

！

の
意
義
に
よ
る
直 

報
配
給
と
し
、前
者
の
數
が
後
者
よ
ら
少
な
き
時
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之
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第
ニ
の
意
義
に
於
け
る

K
接
配
給
ビ 

云
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す
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あ
る
。
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營
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；
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又
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藍
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。
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^
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は
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に
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す
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意
義 
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V

ほ
於
け

る
渡
接

W
給
す
、

H
ょ
り
，四
は
企
業
的
意
義
に
於
け

る
»
接
酣
給
て

わ

る。

,
企
紫
的
，韋
義
に
：於
け
，る
直
接
配
給
が
配
給
費
低
減
に
効
果
大
な
ら
ざ
る
こ
ど
が

.容fr̂

に

f
f
l
,

:

解
し
得
ら
る
、
ご
共
に
、經
營
的
意
義
に
於
け
る
直
接
，配
給
が
、港
し
他
の
條
仲
に
し
て
前
者
；ご
 

.同
ニ
な
ら
ば
、配
給
費
輕
減
の
上
に
大
な
る
効
果
を
有
，す
可
し
ビ
は
浮
薄
な
る
觀
察
者
の
容
易 

.

首

，
消

：
す

る

，
所

で

ホ

'一、'̂:
 
0
.

蓋
し
‘直
系
配
給
系
統
內
に
於
け
る
ニ
個
又
は

一

個
の
經
營
を
維
持 

す
る
織
用
は
明
か
に

」

！

4

彻
i

b

も
少
な
い

か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
技
に
吾
人
が

注
意
を

t

ズ
 

:

す
，る

-̂の
は
本
誌
昨
年
す
ニ
；

.

I
は

^
^ ̂

則
ち
今
日
長
き
距
離
を
有
す 

.る

.直
：系

s
給

組

織

は

生

：，孽

者

が
t
M己
の
生

0
物
を

K
給
す
る
牡
事
が
、其
勞
働
に
比
し
て
條
；
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セ
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要
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る
努
働
協
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云
ふ
事
實
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ふ
る
。
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港
し
此
專
が
眞
測
で
あ
る

ど
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す
る
な
ら
ぱ
而
し
て
從
來
の
經
營
が
輕
濟
的
に
行
は
れ

♦ 

. 

.

.

て

ゐ

た

と

す

る

な

ら

ば

，從
來
三
個
、®
個
の
經
營
を
要
し
力
る
配
給
勞
働
が

1
個
又
は
ニ
個
の 

經
營

に
て
同

一

の
.效

来
を
以
て
な
し
得
る
こ
ご
は
之
を
認
容
す
る

こ
ご
が

出
來
な
い
の
で
あ 

る

0
然
る
に
事
奪
今
日
大
事
業
會
社
が
之
を
賞
行
し
て
成
功
し
居
る
も
の
あ
る
所
以
の
も
の 

は
何
故
で
あ
る
か
，。

吾

人

激
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此
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ん
か
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經
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意
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に
於
け
る
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接
配
給
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か
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解
決
し
得
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の
で
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る
。
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